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日本農業市場学会 Newsletter No.72（2018年 6月 8日） 

日本農業市場学会 Newsletter 
●発行：日本農業市場学会事務局 

〒890−0065 鹿児島市郡元 1－21－24 
鹿児島大学農学部 食料農業経済学コース 
TEL/FAX：099−285−8627（研究室直通） 
Mail：yutaka@agri.kagoshima-u.ac.jp  

1．大会日程 
7 月 6 日（金）  大会シンポジウム打ち合わせ 14：30～16：00 

各種委員会         15：00～16：30 
           理事会           16：30～19：00 

7 月 7 日（土）   大会シンポジウム      9：00～17：00 
総会・理事選挙       11：25～12：20 

           懇親会           17：30～19：30 
 7 月 8 日（日）  個別報告          9：00～13：00 
 ※昼食に関して： 
  ７日（土）は 11 時 30 分～14 時 30 分まで琉球大学生協・中央食堂が営業しています。 
  農学部本館から 450m ほど離れた場所にコンビニエンスストア（ローソン）があります。 
  農学部近辺には、これ以外に食事はもちろんのこと買い物場所もありません。 
 

 ※大会開催の有無に関するアナウンスについて： 

  台風等を原因とする大会開催の判断につきましては、随時、学会ホームページへ情報を掲示し

てまいります。天候が良好な場合は特にホームページへの掲示はいたしません。 

 

2．大会会場：琉球大学千原キャンパス（沖縄県中頭郡西原町字千原 1 番地） 
 大会シンポジウム・総会・理事選挙 農学部本館・大講義室（農 207 室） 
 懇親会              琉球大学生協・北食堂 
 個別報告             農学部本館 １階・２階 
 理事会              農学部本館 ２階・第１会議室 
 各種委員会 企画委員会      農学部本館 ２階・第１会議室 
        編集委員会      農学部本館 ３階・農 302 室（農業経済演習室） 
        学会賞委員会     農学部本館 ３階・農 320 室（農業経営計算室） 
 大会シンポジウム打ち合わせ    農学部本館 ２階・第２会議室 
 
3．参加費用 

 大会参加費（資料代含む） 一般会員：4,000 円、学生会員：3,000 円 

日本農業市場学会 2018年度大会（琉球大学） 案内 



 2 

              会員外：4,500 円（開催地域関係者：1,000 円） 
              会員外（学生）：3,500 円  
懇親会          一般・会員外：4,000 円、学生会員：3,000 円 

 
4．参加申し込みについて 

 同封のはがきに必要事項を記入の上、6 月 22 日（金）までに投函ください。 
 
5．大会実行委員会 

 実行委員長：内藤重之（琉球大学農学部） 
 事務局：杉村泰彦（琉球大学農学部）TEL：098−895−8776 

Mail：sugimura@agr.u-ryukyu.ac.jp  
 
6．大会プログラム 

●大会シンポジウム   7 月 7 日（土）9：00～17：00 
            琉球大学農学部・大講義室（農 207 室） 
 ・受付                           8：30～9：00 
 ・会長挨拶                         9：00～9：05 
 ・大会実行委員長挨拶                    9：05～9：10 
 

テーマ：観光振興と地域農業・食料市場 

座長：玉真之介（徳島大学）・藤田武弘（和歌山大学） 
1）座長解題                           9：10～ 9：25 
2）報告  
 第 1 報告 藤田武弘（和歌山大学）               9：25～10：05 
     「観光のスタイル変化と地域農業・食料市場（仮）」 
第 2 報告 森高正博・劉然・福田晋（九州大学）        10：05～10：45 

     「北九州地方における食料・農業観光事業（仮）」 
 第 3 報告 今野聖士（名寄市立大学）             10：45～11：25 
     「北海道における観光業と農業（仮）」 

・総会、理事選挙                      11：25～12：20 
・昼食休憩                         12：20～13：10 
第 4 報告 加力謙一（農業生産法人株式会社あいあいファーム）13：10～13：50 

「観光と６次産業化（仮）」              
3）コメント 
 ①越智正樹（琉球大学）                          13：50～14：10  
 ②中尾誠二（福知山公立大学）                      14：10～14：30 
4）休憩                           14：30～14：40 
5）総合討論                         14：40～16：45 
6）座長総括                         16：45～16：55 
 ・閉会・副会長挨拶                    16：55～17：00 
 



 3 

●懇親会  7 月 7 日（土） 会場  琉球大学生協・北食堂   17：30～19：30 
 
●個別報告 7 月 8 日（日）                  9：00～13：00 

   会場：農学部本館・農 102・201・202・203・204・209 室                    
 
・個別報告プログラムにつきましては、6 月中旬に学会ホームページで公開します。 
 

※個別報告を申し込まれた方へ 

・個別報告は各報告、発表時間 20 分、質疑 10 分です。 
・個別報告でプロジェクターを使用する場合、使用するファイルを個別報告前日（7 月 7 日）の

12：00～15：00 に受付に提出して下さい。前日の提出が困難な場合は、7 月 3 日（火）まで

に大会実行委員会事務局（メールアドレス：sugimura@agr.u-ryukyu.ac.jp）に添付ファイル

にて送信して下さい。その際、メールの題名は「市場学会個別報告：お名前」としてください。 
受信したことをお知らせするメールを返信いたしますので、必ずそれをご確認下さい。 

・プロジェクターでの使用ファイルはPDFファイルのみ可となっていますので、ご注意下さい。 
・不慮の事故によるデータ損失を防ぐため、2 個以上の電子媒体（例えば USB メモリ 2 個）に

PDF ファイルを保存してご持参下さい。 
・会場での資料印刷は、増し刷りも含め一切できません。配付する資料は必ず報告者自身が事前

に準備してください。 
 

【大会シンポジウム・座長解題】 

  いま観光業がわが国の産業として大きく成長しつつある。外国人観光客は、計画を上回る勢

いで伸びている。人口減少に悩む地方の自治体にとっては、交流人口を増やす有力な手段であ

り、地域のブランド化と観光振興が一体化して進められている。それは地域農業にも、食料市

場にも、新しい市場対応と可能性を生み出している。 

本シンポジウムでは、観光業が今後も成長するという見通しに立って、それが地域農業・食

料市場に与える影響と、それへの市場対応のあり方や課題について議論を深めたい。 

かつて日本は加工貿易立国を掲げ、食料とエネルギーを輸入し、工業製品を輸出して経済成

長を遂げた。製造業は地方にも分散立地し、それが兼業先となって1980年までの農村・農家の

所得向上に貢献した。しかし、プラザ合意以降の円高がこの構造を変えた。円高は、同時進行

のグローバル化と合わせて、物価を引き下げ（デフレ経済）、農村進出企業も海外へ移転し

た。結果、農村・農家に後継者を留める力が急速に弱まり、高齢化と後継者不足、荒廃地増

加、農家数の減少が急速に進展している。 

しかし、日本経済は労働人口の減少とともに製造業の輸出で稼ぐ国からサービス産業を中心

とした成熟経済へ移行してゆき、その中で観光業は間違いなく成長していく。しかも、観光自

体が従来までのマスツーリズムから新しいスタイルに変化しつつあり、それと合わせて農村景

観や食事、農業体験、農産加工品などが一段と重要なアイテムとなりつつある。こうして地域

農業・食料市場と観光業の関係も広がるとともに、地方の雇用増加をもたらす可能性も高まっ

ている。ただし、それは観光意識の変化や外国人観光客の増加、さらに情報化の進展や競争の

激化により、新たな課題や新しい対応を求めている。 
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本シンポジウムでは、第１報告では観光業と地域農業・食料市場との関わりについての総論

を、第２報告では北九州地域の事例報告を、第３報告では北海道の概況報告を、第４報告で

は、沖縄における実践報告をお願いした。この報告を踏まえて、テーマについてディスカッシ

ョンをしたい。 

 

★琉球大学千原キャンパス（沖縄県中頭郡西原町字千原1番地）へのアクセス 

 ☆那覇市中心部・県庁前から琉球大学（タクシー利用） 

  那覇空港→（ゆいレール12分）→県庁前駅→（ゆいレール15分）→首里駅→タクシー約20分 

 

 ☆那覇空港から琉球大学（高速バス利用） 

  111系統・名護バスターミナル行き →約45分・「琉大入口」下車（740円） 

  117系統・ホテルオリオンモトブリゾート&スパ行き →約45分・「琉大入口」下車（740円） 

  152系統・イオンモール沖縄ライカム行き →約40分・「琉大入口」下車（740円） 

  【シンポジウム開催日の時刻表】 

  那覇空港国内線 → 那覇バスターミナル（旭橋）→ 琉大入口 

  111系統 7:30  →     7:41       →  8:09 

  117系統 8:10  →     8:21       →  8:49 

   ※「琉大入口」から農学部本館棟へは徒歩約７分（約500m）です。 

    那覇空港から琉球大学までは740円、那覇バスターミナル（旭橋）からは610円 

 

 ☆那覇市中心部・新都心（おもろまち）から琉球大学（路線バス利用） 

  系統番号98・琉大（琉球大学）行き：琉球バス 

  【シンポジウム開催日の時刻表】 

  那覇バスターミナル（旭橋）→県庁北口→牧 志→おもろまち駅前→古島駅前→琉球大学 

           7:15  → 7:17 → 7:22 →  7:27   → 7:29 → 7:53 

           7:47  → 7:49 → 7:54 →  7:59   → 8:01 → 8:26 

           8:13  → 8:16 → 8:21 →  8:26   → 8:28 → 8:54 

  ※終点・琉球大学（琉大北口駐車場）から農学部本館までは徒歩約５分（約 400m）です。 
  ※那覇バスターミナル（旭橋）・県庁北口・牧志から琉球大学までは 610 円 
   おもろまち駅前から琉球大学までは 470 円、古島駅から琉球大学までは 430 円 
 
 ☆那覇市中心部から琉球大学（路線バス利用） 

  系統番号97・琉大（琉球大学）行き：那覇バス 

  【シンポジウム開催日の時刻表】 

  那覇バスターミナル（旭橋）→県庁北口→牧 志→琉大東口→琉球大学（北口駐車場） 

           7:05  → 7:07 → 7:12 → 7:44 → 7:57    

           7:35  → 7:37 → 7:42 → 8:17 → 8:31 

           8:05  → 8:07 → 8:12 → 8:49 → 9:01 

   ※「琉大東口」から農学部本館までは徒歩約13分（約1km）です。 

   ※那覇バスターミナル（旭橋）・県庁北口・牧志から琉大東口までは 520 円 
   ※那覇バスターミナル（旭橋）・県庁北口・牧志から琉大北口までは 610 円 
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○これ以外の時間帯については、次のサイトでご確認ください。 
  「バスなび沖縄」 http://www.busnavi-okinawa.com/map/ 
  「バスマップ沖縄」 http://www.kotsu-okinawa.org/ 
 
 ○【注意！】沖縄では全国共通交通系 IC（Ｓｕｉｃａなど）は使えません。 
  沖縄独自の交通系 IC OKICA のみ利用できます。 
  バス利用の際は小銭を用意するか、OKICA をご購入ください。 
  OKICA についてはこちら：http://info.okica.jp/ 
 
 ○沖縄本島中南部は渋滞が激しいため、バスが時間通りに運行するとは限りません。 
  ただし、土曜日と日曜日の朝は、大幅に遅れることはあまりありません。 
 
★琉球大学千原キャンパスマップ 

大会会場は、琉球大学 千原（せんばる）地区 農学部本館です。 

 

 


